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近畿工業
設
備
異
常

予
知
・
予
防

Ｉ
ｏ
Ｔ
サ

ビ
ス
拡
大

遠
隔
管
理

シ
ス
テ
ム

全
機
種
に
標
準
採
用

鉄スクラップ

月
輸
出

万

回
復

韓
国
向
け

カ
月
連
続
増

鉄スクラップ

韓
国

月
輸
入

％
増

.
万

、日
本
産

割
ア
プ

新
年
会
に

人
参
集

鉄
リ
工
業
会
・
城
東
部
会

独で洋上風力発電設備受注
ＭＨＩヴェスタス

破
砕
機
・
選
別
機
メ

カ

大
手
の
近
畿
工
業
（
本
社

神
戸
市
、
和
田
直

哉
社
長
）
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ネ

ト
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、

設
備
の
異
常
予
知
・
予
防
す
る
サ

ビ
ス
を
拡
大
す
る
。
同
社
で
は

年
か
ら
可
燃
粗
大
ご
み
の
破
砕
処
理
設
備
に
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て

予
防
保
全
な
ど
を
行

て
お
り
、

年
度
か
ら
は
金
属
ス
ク
ラ

プ
処

理
設
備
な
ど
順
次
、
全
設
備
に
同
シ
ス
テ
ム
を
標
準
採
用
す
る
計
画
。
蓄
積
し

た
デ

タ
を
基
に
し
た
最
適
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
提
案
な
ど
設
備
保
全
の
効
率
化

に
も
寄
与
し
、
販
売
拡
大
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

同
社
は

年
か
ら
二
軸

剪
断
式
破
砕
機
の
シ

レ

ド
キ
ン
グ
シ
リ

ズ

に
、
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
（
キ
ン
キ
ト
ラ

キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
）」を
搭

載
。
破
砕
機
の
カ

タ

や
油
圧
機
器
な
ど
安
定
操

業
に
か
か
わ
る
情
報
を
イ

ン
タ

ネ

ト
を
通
じ
て

同
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部

門
で
遠
隔
監
視
す
る
も
の

で
、
同
シ
ス
テ
ム
を
搭
載

し
た
二
軸
剪
断
式
破
砕
機

は
東
日
本
大
震
災
の
が
れ

き
処
理
に
使
用
さ
れ
た
。

同
シ
ス
テ
ム
を
全
機
種

に
対
応
で
き
る
よ
う
開
発

を
進
め
、
次
年
度
中
に
順

次
搭
載
す
る
予
定
。
金
属

ス
ク
ラ

プ
処
理
設
備
な

ど
に
つ
い
て
も
過
去
の
異

常
前
の
デ

タ
を
活
用
し

た
予
防
保
全
の
ほ
か
、
計

画
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

実
施
や
異
常
時
の
迅
速
な

対
応
、
遠
隔
地
か
ら
の
顧

客
サ
ポ

ト
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
部
品
の
短
納
期
化
な

ど
が
出
来
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ

ネ

ト
環
境
が
あ

れ
ば
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は

な
く
、
タ
ブ
レ

ト
や
ス

マ

ト
フ

ン
か
ら
も
デ

タ
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。

さ
ら
に
同
社
で
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
本
格
活
用
に
向
け
て

今
秋
に
オ
ラ
ン
ダ
で
稼
働

予
定
の
破
砕
機
に
同
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
、
遠
隔
監

視
を
開
始
す
る
予
定
。
国

内
と
同
様
に
カ

タ

や

油
圧
機
器
を
遠
隔
監
視
す

る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
保

全
や
整
備
が
必
要
な
時
期

の
予
測
を
行
う
ほ
か
、
オ

ラ
ン
ダ
現
地
ま
で
の
部
品

輸
送
時
間
を
見
越
し
た
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
に
も
役

立
て
、
安
定
稼
働
を
サ
ポ

ト
す
る
と
し
て
い
る
。

財
務
省
の
貿
易
統
計
に

よ
る
と
、

年

月
の
日
本
か
ら
の
鉄
ス
ク

ラ

プ
輸
出
量
は

万

で
前
年
同
月
比

・

％
増
と
、

月
の

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
。

向
け
先
別
で
み
る
と
、

前
年
同
月
比
で
は
韓
国
が

万

で
同

・
％
増（
前
月
比
・

％
増
）と

カ
月
連
続
増
。

中
国
が

万

で
同
・
％
増（
同

・

％
増
）
で

カ
月
ぶ
り

プ
ラ
ス
。
ベ
ト
ナ
ム
が

万

で
同

・

％
減（
同

・

％
減
）

の

カ
月
連
続
減
、
台
湾

が

万

で
同

％
増
（
同

倍
）
と

月
の
減
少
か
ら
増
加
と
な

た
。
イ
ン
ド
は

で
同

％
減
（
同

・

％
増
）
の

カ
月
連
続

減
。
パ
キ
ス
タ
ン
は

で
同

・

％
減
。

月
実
績
（

万

）
に
比
べ
て

・

％
増
と
な
り
、

月
の

マ
イ
ナ
ス
か
ら
、

月
は

プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。

月
の
輸
出
量
は

万

を
割
り
込
ん
だ
も
の
の
、

月
は

万

台
を
回
復

し
て
い
る
。

※米国からトルコ向けはＣＦＲ／ＨＭＳ、日本から韓国向けは
ＦＯＢ／Ｈ2（いずれもトン当たり）、中国は重型スクラップ（Ｈ
Ｓ相当）元／トン、カッコ内は前週比

韓
国
の
税
関
統
計
に
よ

る

年

月
の
鉄

ス
ク
ラ

プ
輸
入
量
は

万

で
前
年
同

月
比

・

％
増
と
、

カ
月
連
続
増
と
な

た
。

前
月
比
で
は

・

％
増

と

月
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

輸
入
元
別
で
み
る
と
、

日
本
が

万

で
前
年
同
月
比

・

％

増
（
前
月
比

・

％

増
）、米
国
が

万

で
同

・

％
増
（
同

％
増
）、ロ
シ
ア
が

万

で
同

・

％
増
（
同

・

％
増
）、

そ
の
他
は

万

と
同

・

％
減
（
同

・

％
減
）と
な

た
。

ま
た
、
同

月
の
鉄
ス

ク
ラ

プ
輸
入
量
に
関
し

て
は

万

で

前
年
同
月
比

％
増
。
前

月
比
で
は

・

％
減
。

輸
入
元
別
で
み
る
と
、

日
本
が

万

で

前
年
同
月
比

・

％
増

（
前
月
比

・

％
減
）、

米
国
が

万

で
同

・

％
増
（
同

・

％
増
）、ロ
シ
ア
が

万

で
同

％

増
（
同

・

％
減
）、そ

の
他
は

万

と
同

・

％
減
（
同

・

％
増
）
と
な

た
。

■
概
況

ト
ル
コ
向
け

の
新
規
鉄
ス
ク
ラ

プ
輸

出
価
格
が
直
近
ピ

ク
の

Ｃ
Ｆ
Ｒ
ト
ン
当
た
り

米

（
Ｈ
Ｍ
Ｓ
№

・

％
＆
№

・

％
）
か

ら

米

前
後
ま
で

下
落
し
た
も
よ
う
。
世
界

的
に
鉄
ス
ク
ラ

プ
輸
出

マ

ケ

ト
は
調
整
局
面

を
迎
え
る
こ
と
と
な

た
。ア

ジ
ア
の
鉄
ス
ク
ラ

プ
輸
出
市
況
は
中
国
向
け

原
料
炭
ス
ポ

ト
価
格
の

下
落
な
ど
も
あ
り
、
ト
ル

コ
向
け
に
先
行
し
て
下

落
。
直
近
で
は
、
韓
国
・

現
代
製
鉄
が
日
本
へ
の
オ

フ

価
格
（
Ｈ

）
を

Ｆ
Ｏ
Ｂ
ト
ン

万

円
に
引
き
下
げ
て
い

る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
が

日
に
開
催
し

た
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
、
女
優
・

藤
原
令
子
さ
ん
が
司
会
者
と
し
て

参
加
し
、
注
目
を
集
め
た
。

藤
原
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
水

島
製
造
所
に
勤
務
す
る
藤
原
剛
士

氏
の
愛
娘
。

年

月

日
生
ま
れ
、岡
山
県
倉
敷
市
出
身
。

年
の
高
校
進
学
と
同
時
に
上
京

し
、

時
間
テ
レ
ビ
の
ス
ペ
シ

ル
ド
ラ
マ
で
女
優
デ
ビ

を
果

た
し
た
。
以
降
、『
デ
ス
ノ

ト
』

な
ど
国
内
ド
ラ
マ
や
、
日
本
コ
カ

・
コ

ラ
等
の
Ｃ
Ｍ
に
出
演
す
る

と
と
も
に
、

年
に
は
映
画
『
シ

ネ
マ
の
天
使
』
に
お
い
て
、
米
国

の
映
画
祭
で
あ
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

・
シ
ネ
マ
フ

ス
テ

バ
ル
・
オ

ブ
・
ハ
リ
ウ

ド
で
主
演
女
優
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
演
技
派
女
優

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

渡
邉
誠
社
長
も
出
演
作
品
を
鑑

賞
し
て
お
り
、
新
年
賀
詞
交
歓
会

で
は
自
ら
が
藤
原
さ
ん
を
紹
介
す

る
一
幕
も
。

年
初
夏
に
は
、
藤

原
さ
ん
が
出
演
す
る
映
画
『
ケ
ア

ニ
ン

あ
な
た
で
よ
か

た

』

が
全
国
で
公
開
さ
れ
る
。

日
本
鉄
ス
ク
ラ

プ
総
合
価
格
（

日
、

地

区
炉
前
平
均
、
産
業
新
聞
調
べ
）
は
、

月

週

時
点
で
Ｈ

が
ト
ン
当
た
り

万

円
、

新
断
ス
ク
ラ

プ
が
ト
ン

万

円
と
前

週
比
横
ば
い
だ

た
。
ド
ル
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ

・

円
）
換
算
で
は
、
Ｈ

が
同

・

安
の

・

、
新
断
が
同

・

安
の

・

。

■
東
京

関
東
地
区
電
炉
メ

カ

の
鉄
ス
ク
ラ

プ
炉
前

購
入
価
格（
Ｈ

）は

月

日

時
点
で
、
ト
ン

万

―

万

円
前
後
、
高

値
同

万

円
前
後
、

新
断
ス
ク
ラ

プ
は
同

万

―

万
円
前
後
。
上
値

と
下
値
の
幅
が
広
が

て
い

る
。一
方
、関
東
湾
岸
の
浜
値

（
Ｈ

）は
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン

万

―

万

円

前
。
新
断
は
同

万

―

万

円
前
後
。

輸
出
価
格
の
下
落
を
受
け

て
、
こ
こ
に
き
て
地
区
湾
岸
浜

値
が
ト
ン

円
前
後
下
押

し
し
て
い
る
。
た
だ
、
北
関
東

地
区
の
電
炉
メ

カ

に
関
し

て
は
購
入
建
値
変
更
で
目
立

た
動
き
が
出
て
い
な
い
。

日本国内の状況

スクラップ需給に最も関
やく昨年同月の生産量を
を下回る状況が続きました。このことは、市中回収の鉄スクラップの最大の顧客である普通
鋼電炉メーカーの需要が伸びなかったことに繋がります。
電炉向けの国内需要が落ち込んだ分は、輸出量が増えることで補われ、また年の後半は高
炉メーカーが原料炭の高騰による溶銑コスト上昇の影響を抑える為に市中鉄スクラップの購
入量を増やしたことが、世界的な鉄スクラップ価格回復と相俟って、国際鉄スクラップ市況
を大きく押し上げたと言えそうです。
第一章の総論でも述べましたが、今年最終盤になって鉄スクラップ価格が大きく上昇して
います。鉄スクラップのみならず、鋼材価格も上昇していますし、その他の資源価格の値上
げ報道が相次いでいます。この勢いは、年が変わってもしばらくは続きそうです。相場の世
界では、リスクオン(Risk on)とリスクオフ(Risk off)と言う考え方がありますが、前者が積
極的に相場リスクを取り株などの相場商品に資金が入る状態で、後者は逆に先行き不安から

の結果を受けて、世界のお金の流れがリスクオンに変わったと言えそうです。
今年の鉄スクラップ市況を振返る
本章では、今年の鉄スクラップ市況の推移を四半期毎に改めて振返ってみましょう。

は海外の鉄スクラップ価格の下げ止まりも報道され、市況の底打ち
気配もうかがえる状況が出てきていました。

ットに対する輸入関税引き上げる等の動きがあり、日本産鉄スクラップへの需要が高まった
ことがあります。この時期、それまであまり輸出実績の無かった南西アジアのインド、バン

末の三地区平均価格(H
向け商談価格も$

急落の背景は、海外での
は、相場も落ち着きを見せ、価格変動は見られませんでした。ただし、英国のEU離脱が伝
わり、為替も円高に振れたため輸出成約が難航したとの報道が目立った月でした。

し、年率換算
たとの見方もできます。

日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工

業
会
関
東
支
部
城
東
部
会

（
部
会
長

伊
藤
貴
司
・

伊
藤
信
司
商
店
社
長
）
は

日
、
東
京
都
墨
田
区
の

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京
で
新
年
会
を
開
催
し
、

約

人
が
参
集
し
た
。

伊
藤
部
会
長
は
、「
昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
、
鉄

ス
ク
ラ

プ
相
場
が
持
ち

直
し
、
会
員
の
顔
色
が
良

く
な

て
い
る
。
想
定
外

の
こ
と
が
起
き
て
い
る

が
、
ス
ク
ラ

プ
に
関
し

て
も
相
場
に
一
喜
一
憂
す

る
こ
と
な
く
、
例
え
相
場

が

万
円
を
切

た
と
し

て
も
健
全
な
事
業
運
営
が

で
き
る
体
制
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

■
名
古
屋

中
部
地
区
電
炉

メ

カ

の
鉄
ス
ク
ラ

プ
購

入
価
格
は
前
週
比
で
横
ば
い
。

指
標
品
で

万

円
。

新
断
で

万

円
前

後
。湾

岸
の
鈍
化
を
受
け
、
船
積

み
の
影
響
が
大
き
い
関
西
、
関

東
圏
で
は
高
値
調
整
の
動
き
が

目
立
つ
も
の
の
、
中
部
圏
で
は

ま
だ
動
き
は
弱
い
。

特
殊
鋼
メ

カ

や
高
炉
メ

カ

を
中
心
に
高
い
需
要
が

下
支
え
し
て
い
る
格
好
だ
が
、

湾
岸
集
荷
業
者
の
買
い
意
欲
減

退
で
メ

カ

入
荷
は
高
い
水

準
に
あ
り
、
目
先
は
弱
含
み
横

ば
い
で
推
移
す
る
公
算
が
大
き

い
状
況
だ
。

■
大
阪

地
区
電
炉
メ

カ

の
鉄
ス
ク
ラ

プ
購
入
価
格

（

日
時
点
）
は
Ｈ

が
ト
ン

当
た
り

万

―

万

円
前
後
、
高
値
ト
ン

万

円
前
後
、
新
断

ス
ク
ラ

プ
は
ト
ン

万

―

万

円
前

後
、
高
値
ト
ン

万

円
前
後
。

地
区
内
で
は
メ

カ

入
荷

が
堅
調
に
推
移
し
、
鉄
ク
ラ

プ
需
要
は
停
滞
気
味
で
一
部
購

入
制
限
も
出
て
い
る
。
先
週
末

か
ら
週
明
け
ま
で
鉄
ス
ク
ラ

プ
共
同
輸
出
の
船
積
み
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
需
給
面
で
地
区
相

場
を
下
支
え
し
て
い
る
が
、「
輸

出
市
況
の
下
落
な
ど
市
況
を
押

さ
え
る
要
因
が
増
え
て
い
る
」

（
流
通
筋
）
と
い
う
。

※日本鉄スクラップ総合価格は、東京・名古屋・大阪3都市の
電炉炉前価格（産業新聞社調べ、日刊産業新聞市中鉄スクラ
ップ相場欄参照）を平均化したもの。

三
菱
重
工
業
と
デ
ン
マ

ク
の
ヴ

ス
タ
ス
社
の

洋
上
風
力
発
電
設
備
合
弁

会
社
で
あ
る
Ｍ
Ｈ
Ｉ
ヴ

ス
タ
ス
は
、
世
界
大
手
の

風
力
発
電
事
業
者
で
あ
る

ド
ン
・
エ
ナ
ジ

が
ド
イ

ツ
で
計
画
す
る
出
力

万

級
の
ボ

ク
ム
・
リ

フ
グ
ル
ン
ド

洋
上
風
力

発
電
プ
ロ
ジ

ク
ト
向
け

に
、
世
界
最
大
出
力

級
の
洋
上
風
力

発
電
設
備
（
Ｖ

―

・

Ｍ
Ｗ
）
を

基
受

注
し
た
。
Ｍ
Ｈ
Ｉ
ヴ

ス

タ
ス
設
立
後
、
最
大
規
模

の
受
注
で
、
ド
イ
ツ
で
は

最
大
の
洋
上
ウ

ン
ド
フ

ム
と
な
る
。
設
備
の

据
付
開
始
は

年

を
予
定
し
て
い
る
。

ボ

ク
ム
・
リ
フ
グ
ル

ン
ド

洋
上
風
力
発
電
プ

ロ
ジ

ク
ト
は
、
ド
イ
ツ

の
北
海
岸
か
ら
北
西
約

の
北
海
洋
上
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
発
電
を
通

じ
て
、
ド
イ
ツ
国
内
の

万
世
帯
に
電
力
を
供
給

し
、
環
境
負
荷
低
減
に
寄

与
し
て
い
く
も
の
。

今
回
の
受
注
契
約
に

は
、

年
間
の
保
守
サ

ビ
ス
も
含
ま
れ
る
。
同
プ

ロ
ジ

ク
ト
で
は
定
格

の
Ｖ

―

・

Ｍ
Ｗ
に
関
し

て
、
パ
ワ

モ

ド
を
用

い
る
こ
と
で
、
最
大

の
発
電
出
力
を

引
き
出
す
。

ド
ン
・
エ
ナ
ジ

か
ら

Ｖ

―

・

Ｍ
Ｗ

を
受
注
す
る
の
は
、
英
国

バ

ボ
バ
ン
ク
洋
上
風
力

拡
張
プ
ロ
ジ

ク
ト
（

基
、

万

級
）
向
け
、
英
国
ウ

ル

ニ

洋
上
風
力
拡
張
プ
ロ

ジ

ク
ト
（

基
、

万

級
）
向
け
に
続
い
て

今
回
が

件
目
。
同
社
か

ら
受
注
し
た
設
備
の
総
発

電
出
力
は

万

を
超
え
た
。

主要電炉鉄スクラップ購入価格
(

決済条件
手形
手形
手形
手形
手形
手形
手形
手形
手形
手形

契約納入
現金ベース

H
東京製鉄・宇都宮
東京製鉄・田原 陸上

海上
東京製鉄・岡山 陸上

海上
東京製鉄・高松 陸上

海上
東京製鉄・九州 陸上

海上
大同特殊鋼
王子製鉄
トピー工業・豊橋

ップ市況を振返る㊥
日本鉄リサイクル工業会

ＪＦＥ条鋼
賀詞交歓会 司会に女優の藤原令子さん

シュレッドキング

渡邉社長と藤原さん

伊
藤
部
会
長

調
整
局
面

横
ば
い
が
続
く

鉄スクラップ国際相場動向

（―）

（―）

（―）

（―）

（―）

（―）


